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電気学会技術報告原稿執筆の手引き 

 

 技術報告は，委員会で作成した原稿をPDF化しオンデマンド版（1）およびPDFダウンロード版（2）とし

電子図書館で出版，販売します。そのため原稿は次の事項にしたがい作成して下さい。作成された電子原

稿は電子図書館のサーバにPDFとし保存されます。 

 

(1) 電子図書館で注文を受け，その都度書籍を印刷・製本してお届けする，いわゆる受注生産・販売

方式のことを言います。 

注文に応じ印刷・製本し，お客様に送り届ける販売方式のため，1冊からの出版が可能になり，

発行部数の制約，在庫管理などが一切必要なくなり，永続的に本の形で提供することができるよ

うになります。 

(2) 電子図書館のサイトよりPDF版をダウンロードし，購読者のパソコンに保存される。 

 

1． 本文原稿の作成 

（１） 本文はA4判横書き片段26字×50行，左右2段組とし，基本的にWORDで作成して下さい。（テ

ンプレートは本会HPよりダウンロードできます。） 

 WORD 以外の文書作成ソフトで作成された場合には，必ずフォント埋め込みの PDF にして

ご入稿下さい。 

（２） 刷上りページ数は，原則として70ページ程度です。 

 技術報告の発行にあたっては，部門研究調査規程細目（部門共通・規程1-2）に基づき，部門研

究調査運営委員会の承認を得て下さい。 

（３） 本文中の構成は下記の例にならい章，節，項立ての順に表し，それ以降の項目については（1），（2），

（a），（b）等の順に表記して下さい。 

 章 節 項 

表記例 1.○○○○ 1.1○○○○ 1.1.1○○○○ 

（４） 文章は平易な口語体（現代かなづかい）により，常用漢字とアラビア数字で簡潔に記して下さい。 

（５） 専門用語，単位，記号などについては次のようにして下さい。 

①専門用語は原則として，文部省制定の学術用語集に従って下さい。 

②量記号はイタリック体，単位記号はローマン体でともに SI 単位に従い，英文字・ギリシャ文字

の区別，大文字，小文字，上付，下付などを明確に記して下さい。 

③図記号はJISに従って下さい。 

（６） 留意事項（作成見本参照） 

① 印刷面のサイズ：片段84mm×247mm，左右2段組，段間10mm。 

② 本文文字サイズ：9ポイント・明朝体。 

③ 見出し文字：章は12ポイント・ゴシック体で片段3行どり天地左右中央，節は10ポイント・ゴ

シック体で片段2行どり天地左右中央，項は9ポイント・ゴシック体で左より1字下げ。 
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2． 図（写真），表，数式などについて 

・式および図，表の番号は章ごとに通し番号とし，次のように表記して下さい。 

 1章1式 1章第1図 1章第1表 

表記例（日本語） (1.1) 図1.1 表1.1 

example（English） (1.1) Fig. 1.1. Table 1.1. 

・ 図表のキャプションは和英併記として下さい。 

・ 基本的に，原稿データをワードに貼り付けて下さい。ワード以外のエディターをお使いの場合には必

ずフォント埋め込みのPDFとして下さい。 

・ カラーの図，写真などがある場合は，最初の1，2ページにカラー原稿を集約して下さい。オンデマン

ド出版の場合は，それ以降のページにカラー原稿があってもカラー印刷はされません。ただし，PDF

版をダウンロードした場合は，全ページカラーで表示されます。 

・ 技術報告の付録とし電子メディアのデータ集がある場合は，電子図書館では扱えませんので学会のサ

ーバに保存しWebサイトでダウンロードできるようにします。 

 

3． 著作権について 

（１） 著作権規程 

電気学会の著作権規程では，電気学会が編集または発行する著作物の著作権〔日本国著作権法

（平成17年６月29日改正，平成17年11月１日施行）第21条から第28条までに規定されたすべての

権利をいう。〕は，原則として電気学会に帰属すると定めております。なお，筆者からの著作権

譲渡書の提出は，不要とします。また，同規程では，「本会に帰属する著作権の全部または一部

を主として営利目的に利用する場合は，本会は別に定める使用料金を受けて許諾する」とも定め

ております。したがって，電気学会の出版販売事業（収益事業）の一つである技術報告の場合

は，この規程内容を十分に考慮し，特に他団体・個人が保有する著作権についてはその権利侵害

とならないようご注意下さい。 

（２） 引用転載許諾について 

他の著作物から図，表，写真などや適法を超え文章を引用転載する場合は，著者の責任におい

て著作権者の許諾を得て下さい。 

「引用転載許諾願」のフォームは電気学会のホームページの「調査関係規程」⇒「技術報告」

より入手できますのでご利用下さい。 

➢ 電気学会著作物に対する場合 

Webページにある「他機関から電気学会へ依頼」のフォームを利用して下さい。 

著作物が複数におよぶ場合は，フォームの「電気学会版権所有著作物名」欄に「別紙参照」と

記載し引用転載される書誌情報を次表のような「引用転載著作物一覧」にまとめた書式のもの

を添付して下さい。 

許諾願いの申請は，引用転載する著作物の著者が本人の場合は，許諾願いの申請を免除いた

しますが，本人の著作物でない場合は，許諾を得て下さい。 
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No. 著作者名 書名 発行年
該当
頁

引用転載元
学会
確認印

1
○○○○調査専門
委員会

技術報告1000号
「書名」

2006年12月 50
3.1節図
3.10

2
△△△△調査専門
委員会

技術報告1100号
「書名」

2008年10月 32
2.5節図
2.15

3
電気工学ハンドブッ
ク編集委員会

電気工学ハンド
ブック（6版）

2001年3月 1658 30篇表15.8

引用転載著作物一覧

 

➢ 他機関（諸外国含む）の著作物に対する場合 

Webページにある「電気学会から他機関へ依頼」のフォームを利用し，「引用転載許諾願」を1

件に対し1枚ずつ作成して下さい。 

引用転載許諾の海外主要機関窓口は前記のホームページで紹介していますので，ご確認下さ

い。 

➢ 引用転載許諾書（コピーでも可能）は，技術報告の原稿に添付しご提出下さい。 

上記の手続きの流れを次に示しますので，ご参照下さい。この件に関しご不明な点がござい

ましたら，事務局までお問い合せ下さい。 

【引用転載（図中「引用」と省略）許諾についての手続きの流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4． 引用転載および参考文献の表記方法 

4.1表記場所 

引用転載する著作物の書誌情報は，下記のとおり必ず記載して下さい。 

（１） 図，表，写真を引用転載した場合は，当該図，表，写真の近辺に「出典」とし表記する。 

（２） （１）以外で引用転載した著作物は，文中などの当該箇所に(1)～(x)の番号を付し，章末の参

考文献の欄に「引用・参考文献」として該当する書誌情報をまとめて記載する（カメラレディ

本人の著作物の場合 許諾出願免除 

電気学会へ

許諾を出願 

他人の著作物の場

合。 

本人または，他人

の著作物の場合 

著作権を有

する機関へ

許諾を出願 

他の著作物から

図表などを引用

する場合 

電気学会の著作

物から引用する場

合 

他機関の著作物

から引用する場

合 

Web ページにある「他機関から電気学会へ依頼」のフォームを利用し，

引用許諾願を作成。文献名は一覧表にしたものでも可能。 

Web ページにある「電気学会から他機関へ依頼」のフォームを利用し，

引用する著作物ごとに引用許諾願を作成。 
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原稿作成見本を参照）。 

・引用転載と参考文献の表記例 

文章を作成する際に参考にした書籍・論文などを示す場合 

  参考にして作成した文章の後に(1)～(2)のように記載する。 

  例：～この実験結果と同様の値を示したものは他にもある。(1)～(2) 

文章を引用転載する場合（転載元の文章をコピー＆ペーストする場合） 

  転載する文章を「」で区別し、「」の後に(3)のように転載した文書の直後に記載する。 

  例：～○○は次のように述べている「このような結果が出るのは特定の電圧の時のみである」。（3） 

 

4.2 書誌情報の書式 

【雑誌，論文の書式】著者名：記事のタイトル（日本語は「 」，英語は“ ”括る），雑誌名，巻数，号

数，ページ数（西暦発行年月）。 

・日本語論文などの表記例 

T. Denki, M. Hanai, and G. Misaki: “Future Technology for Power System Analysis”, T. IEE Japan, Vol. 

130-B, No. 1, pp.130-136 (1999-1)（in Japanese） 

電気太郎・花井桃子・岬 五郎：「電力系統解析技術の将来」，電学論Ｂ，130, 1, pp.130-136 (1999-1) 

・国際会議などの論文集の表記例 

B. Yamada: “Experimental studies of new micro-mechanical vibration systems”, Proc. IEEE Conf. on 

Micro-mechanical Component, No. 21, pp.123-145, Paris, France (1999-4) 

【単行本の書式】著者名：書名，ページ数，出版社名（西暦発行年）。 

・ 単行本の表記例 

Y. Sankar: Management of Technological Change, p.10, John Wiley, New York (1991) 

電気一夫：電気磁気学総論，p.101，電気学会（2005） 

文字サイズは，8ポイントとして下さい。 

 

5． 本文以外原稿について（テンプレートは本会HPよりダウンロードできます。） 

（１） 作成見本に従い委員名簿，目次などの原稿を作成して下さい。 

（２） 下記の例に従い和文と英文の技術報告要旨をご執筆下さい。 

（技術報告要旨執筆例） 

和文，英文：当該技術報告，ホームページに掲載  和文：電気学会誌に掲載  

技術報告第○○○○号要旨 

情報化と制御による○○○○○○○○○○○○(タイトル名) 

○○○○○○○○○○○調査専門委員会（委員会名） 

キーワード：（5ワード以内） 

自動車は個人の自由と社会の文○○○○○○○○○○○○（本文610字以内） 

Abstract Contents of Technical Report No. ○○○○ 
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技術報告第○○○○号要旨 

情報化と制御による○○○○○○○○○○○○(タイトル名) 

○○○○○○○○○○○調査専門委員会（委員会名） 

キーワード：（5ワード以内） 

自動車は個人の自由と社会の文○○○○○○○○○○○○（本文610字以内） 

Improvement of efficiency○○○○○○○○○○○○(タイトル名) 

Investigating R&D Committee on improvement ○○○○○○○○○○○○（委員会名） 

KeyWords：（5ワード以内） 

Automobile is one of ○○○○○○○○○○○○（本文220ワード程度） 

 

6． PDF作成にあたっての留意事項 

・ページサイズはＡ４縦サイズ(210mm×297mm)にして下さい。 

 変換設定によってはレターサイズ（220×279mm）になる場合がありますので，必ず出来上がりサイズ

をご確認下さい。またトリミングによる調整はしないで下さい。ページサイズはドキュメントを開いた際

のウィンドウの左下に表示されています。 

・変換時にはフォント埋込の処理をしないと文字化けをしますので必ず行って下さい。（生成された PDF

にフォントが埋め込まれているかどうかはPDF を開いたときのTop メニューのファイル＞文書のプロパ

ティを選択して，フォントタグでご確認いただけます。すべてのフォントが「埋め込みサブセット」にな

っていることを確認して下さい。） 

・ヘッダフッダ部には何も記載しないで下さい。 

 PDFにタイトル名や号数，全体のページ番号を付加しますので，ヘッダフッダ部には何も記載しないで

下さい。 

・ファイルロック等のセキュリティ設定はしないで下さい。 

 通常作成する場合は外されています。セキュリティ設定がされている場合はドキュメントを開いた際の

ウィンドウの左下に鍵マークが表示されています。 

・使用する写真は150dpi以上の解像度を持つデータをご利用下さい。 

 写真（画像）データは，画面上ではきれいに表示されていても，出力画質が悪いことがあります。 

きれいにプリントするためにはおよそ150～360dpi程度の画像解像度を必要としますので，配置するデー

タをあらかじめご確認下さい。 

画像解像度を設定できない場合は，最終的に割付け（配置）する寸法の2倍程度の大きさのものをご用

意下さい 

・画像品質の低下やレイアウトが崩れていないか，必ずプリントしてご確認下さい。 

 特に画像品質についてはPDF変換時の設定によって劣化することがあります。Acrobat Distiller5.0で

は，PDF設定をPress またはPrint，Acrobat Distiller6.0ではStandardまたはPress Quality相当で作

成して下さい。できるだけAcrobat Distillerをご利用下さい。 

 

7． 必要な提出物 

（１）原稿類 

① 原稿の電子データ（Word ファイルおよびフォント埋め込みの PDF ファイルのもの）とプリン
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ト原稿 

② 和文，英文の技術報告要旨の電子データ（Wordファイルおよびフォント埋め込みのPDFファイ

ルのもの）とプリント原稿 

（２）原稿提出シート（http://www.iee.jp/wp-content/uploads/honbu/31-doc-honb/gihou_sheet.docからコピーしてご

利用下さい）。 

（３）引用転載許諾書（引用転載する著作物がある場合は必須） 

（４）引用転載リスト 

（５）技術報告提出前最終チェックリスト 

※（１）～（５）の電子データはUSBメモリやCD-R等の媒体に記録して提出して下さい 

 

8． 発行部数について 

1部から印刷製本できるオンデマンド方式ですので，部数の申し出は必要ありません。 

ただし，事前に500部以上（献本分は含まない）の大量販売部数が当該調査専門委員会で確約されて

いる場合は，電子図書館での出版，販売は行わず，従来の印刷方法で出版し，販売は電気学会のサイ

トで行います。品切れた場合は，オンデマンド出版に切り替え，｢電子図書館｣での販売に移行します。 

 

9． 原稿提出ならびに出版について 

（１）原稿提出ならびに出版などに関する問合せ先 

原稿が完成しましたら，提出物に不足がないよう十分な確認をし，別途定める送付先へ郵送にて提

出して下さい。（送付先： http://www.iee.jp/?page_id=5618を参照 ） 

技術報告の出版・販売などに関するお問い合わせは編修出版課にお尋ね下さい。 

編修出版課：TEL： 03-3221-7275 Mail：pub@iee.or.jp  

（２）原稿提出後の著者校正について 

   原稿を提出いただき，校正等の編集作業が終了の後に，著者校正を実施します。委員会での確認期

間は2週間とし，ご返答が確認できない場合には，著者校正を行わずに次の段階へ移ります。 

 

（付則） 

1. 平成13年4月17日調査会議にて承認。 

2. 平成14年4月10日調査会議にて，1.1(2)，3(4)について一部改正。 

3. 平成16年3月3日理事会にて一部改正。 

4. 平成16年9月9日研究経営会議にて一部改正。 

5. 平成17年2月3日研究経営会議にて一部改正。 

6. 平成19年11月15日研究経営会議にて一部改正。 

7. 平成21年2月6日研究経営会議にて一部改正。 

8. 平成27年10月26日研究調査会議にて一部改正。 

9. 平成28年10月27日研究調査会議にて一部改正。 

10. 平成30年4月10日研究調査会議にて一部改正。 

11. 平成30年7月17日研究調査会議にて一部改正。 

12. 令和4年4月6日研究調査会議にて一部改正。 

http://www.iee.jp/?page_id=5618
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1. 技術報告原稿執筆要綱

1.1　マイクロギャップ放電・絶縁破壊

　数μm 以下の微小なギャップ（以下マイクロギャップと

記す）における絶縁破壊現象の解明は，マイクロデバイス

などの信頼性を確保するうえで重要な課題である (1)〜（7）。

　たとえば 1938 年，A. B. Honey(8) は気圧 p を極端に増

加させた場合，火花電圧が Paschen の法則より低い値にな

ることを報告している。1950 年代には W. S. Boyle，P. 

Kisliuk，L. H.Germer らを中心として，mm 以下のギャッ

プ長の放電現象の研究が盛んに行われた (3, 4)。

図 1.1　マイクロギャップにおけるパッシェン曲線

Fig.1.1　English  writing  Abcde  efgjhijklmn  

出典： W.S.Boy and  P.  Girl:“Departure  of  Breakdown  (1900)

その中で，ギャップ長 d が極端に小さい場合には火花電圧

が Paschen の法則から逸脱（図 1.1）。

　陰極表面における電界強度 E が D に達すると，こで K 

及び D は電極材料と気体の種類に依存する定数である。陰

極表面における電界強度 E が D に達すると，電界放出電

流が急激に上昇することとなる (8)。

5.1　マイクロギャップ放電・絶縁破壊

5.1.1　マイクロギャップ放電現象

① 実効二次電子放出係数討

極端な短ギャップ環境下において Piano の法則からの逸

脱が見られるのは，気体の衝突電離が起きにくくなること

が要因であると考えられる。

表 5.2 日本語キャプション日本語キャプションあいうえお 

Table 5.2 Relevant Studies on Numerical Simulation 

Boy(3) らは上記のイオンの効果による「実効二次電子放出

係数」γ' を定義している。

(5.3.1)

ここで K 及び D は電極材料と気体の種類に依存する定数

である (8)。

② 修正 Paschen Curve

Girl ら (12) はタウンゼント放電の二次電子放出係数γを

γ'に置き換えることにより修正 Piano 曲線を導出した。タ

ウンゼント型放電の開始条件式

(5.3.2)

のγを (2.1.1) 式で表わされるγ'に置き換えると次式を

得る。

(5.3.3)

ここで，電界放出が支配的になるとき，E > D 及び K ≫ 1 

が成り立ち (3)，(5.3.3) 式の右辺第 1 項は 1 より小さい

値をとる。従って，(5.3.3) 式の両辺の対数をとり，右辺

のマク

6.1　絶縁体表面帯電特性・マイクロギャップ

放電・絶縁破壊

6.1.1　接触帯電

　絶縁体表面は、この理論を発展させ、二次電子放出係数

を、電界増幅効果γ’と衝突による効果γi の和で表現す

る理論を提唱した。(6.1.2) 式のγをγ’+γiに置き換え、

αとして (6.1.5) 式を代入すると、次式を得る。

(6.1.8)

すなわち

(6.1.9)

となる。図 6.1.8 に、空気を仮定した場合の Paschen 曲

線（黒実線）、(6.1.9) 式の数値計算結果（黒破線）、

(6.1.9) 式の数
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